5 現況調査、影響予測及び影響の分析  
5.1 大気質

5.1.1  現況調査

（1） 資料調査

大気質の現況については、事業計画地に最も近い一般環境大気測定局である緑ヶ丘小学校局（大阪府所管、和泉市緑ヶ丘3-4-1参照　図5-1-1）の窒素酸化物、浮遊粒子状物質及び気象（風向・風速）の調査結果（平成15年度から19年度、気象は平成19年度）について整理した。
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図5-1-1大気質の調査地点位置

１） 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

緑ヶ丘小学校局における調査結果（平成15年度から19年度）は、表5-1-1～3に示すとおり、環境基準（長期的評価）に適合していた。また、各項目の年平均値は、横ばい又は低下している。
表5-1-1  二酸化窒素の測定結果（緑ヶ丘小学校局）

	年　度
	有効測定

日数
	測定時間
	年平均値
	１時間値の

最高値
	日平均値の年間98％値
	98％値評価による日平均値が0.06ppmを超えた日数

	
	(日)
	（時間)
	(ppm)
	(ppm)
	(ppm)
	(有×無○)

	平成15年度
	356
	8438
	0.012
	0.067
	0.027
	0

	平成16年度
	361
	8540
	0.012
	0.081
	0.027
	0

	平成17年度
	361
	8550
	0.012
	0.088
	0.032
	0

	平成18年度
	363
	8541
	0.012
	0.071
	0.028
	0

	平成19年度
	364
	8551
	0.011
	0.059
	0.023
	0


参考）大阪府環境農林水産総合研究所 環境情報部 情報管理課　環境ホームページ（エコギャラリー）

表5-1-2  一酸化窒素、窒素酸化物の測定結果（緑ヶ丘小学校局）

	年　度
	一酸化窒素
	窒素酸化物

	
	有効測定

日数
	測定時間
	年平均値
	１時間値の最高値
	有効測定

日数
	測定時間
	年平均値
	１時間値の最高値

	
	(日)
	（時間)
	(ppm)
	(ppm)
	(日)
	（時間)
	(ppm)
	(ppm)

	平成15年度
	356
	8438
	0.002
	0.087
	356
	8438
	0.015
	0.138

	平成16年度
	361
	8540
	0.002
	0.089
	361
	8540
	0.014
	0.146

	平成17年度
	361
	8550
	0.003
	0.184
	361
	8550
	0.015
	0.262

	平成18年度
	363
	8541
	0.002
	0.140
	363
	8541
	0.014
	0.196

	平成19年度
	364
	8551
	0.002
	0.086
	364
	8551
	0.012
	0.120


参考）大阪府環境農林水産総合研究所 環境情報部 情報管理課　環境ホームページ（エコギャラリー）
表5-1-3  浮遊粒子状物質の測定結果（緑ヶ丘小学校局）

	年　度
	有効測定

日数


	測定時間
	年平均値
	１時間値の

最高値
	日平均値の

２％除外値
	日平均値が

0.10mg/m3を超えた

日が２日以上連続

したことの有無

	
	(日)
	（時間）
	(mg/m3)
	(mg/m3)
	(mg/m3)
	(有×無○)

	平成15年度
	364
	8693
	0.026
	0.123
	0.058
	○

	平成16年度
	362
	8660
	0.024
	0.252
	0.055
	○

	平成17年度
	339
	8178
	0.026
	0.168
	0.062
	○

	平成18年度
	362
	8648
	0.027
	0.378
	0.059
	○

	平成19年度
	362
	8639
	0.025
	0.361
	0.069
	○


参考）大阪府環境農林水産総合研究所 環境情報部 情報管理課 環境ホームページ（エコギャラリー）

２） 気象（風向・風速）
緑ヶ丘小学校局における調査結果（19年度）は、図5-1-2に示すとおり、風向出現頻度は西及び北東よりの風が卓越していた。また、風速は概ね1～4m/s（平均風速は2.3m/s）となっていた。
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図5-1-2　緑ヶ丘小学校の風配図（平成19年度）
現地調査
１） 調査概要

事業計画地周辺の大気質の現況を把握するため、事業計画地の敷地境界付近において、表5-1-4に示す現地調査を実施した。

調査項目等については、窒素酸化物、浮遊粒子状物質及び気象（風向・風速）を夏季及び冬季に各１週間の連続測定を行った。

表5-1-4　大気質の現地調査概要
	調査項目
	窒素酸化物、浮遊粒子状物質及び気象（風向・風速）

	調査地点
	事業計画地の敷地境界付近（図5-1-3参照）

	調査時期
	・冬季：平成21年2月8日～14日

・夏季：平成21年8月4日～10日

	調査方法
	大気質の環境基準に示された測定方法に準拠

	調査回数
	冬季及び夏季に各１週間
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図5-1-3　大気質の現地調査地点（詳細図）
２） 調査結果

①　窒素酸化物

窒素酸化物の現地調査結果は、表5-1-5に示すとおりである。

二酸化窒素の期間平均値は、冬季0.010ppm、夏季0.007ppmで、全期間の平均値は0.008ppmであった。

また、測定期間中の１時間値の最高値は0.054ppm、日平均値の最高値は0.021ppmとなっており、環境基準値（日平均値）の0.06ppmを下回っていた。

なお、窒素酸化物（一酸化窒素＋二酸化窒素）の期間平均値は、冬季が0.013ppm、夏季が0.011ppmで、全期間の平均値で0.012ppmであった。

表5-1-5(1)  二酸化窒素の現地調査結果
	時期
	有効

測定

日数
	測定

時間
	期間

平均値
	1時間

値の

最高値
	日平均

値の

最高値
	1時間値が

0.2ppmを超えた時間数と

その割合
	1時間値が

0.1ppm以上

0.2ppm以下

の時間数と

その割合
	日平均値が

0.06ppmを

超えた日数

とその割合
	日平均値が

0.04ppm以上

0.06ppm以下

の日数と

その割合

	
	(日)
	(時間)
	(ppm)
	(ppm)
	(ppm)
	(時間)
	(%)
	(時間)
	(%)
	(日)
	(%)
	(日)
	(%)

	冬季
	7
	168
	0.010
	0.054
	0.021
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0

	夏季
	7
	168
	0.007
	0.019
	0.008
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0

	全期間
	14
	336
	0.008
	0.054
	0.021
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0
	0
	0.0


表5-1-5(2)  一酸化窒素及び窒素酸化物の現地調査結果
	時　期
	一　酸　化　窒　素（NO）
	窒　素　酸　化　物（NOx）

	
	有効

測定日数
	測定

時間
	期間

平均値
	1時間値の

最高値
	有効

測定

日数
	測定

時間
	期間

平均値
	1時間値の

最高値
	期間平均値の

NO2/(NO+NO2)

	
	(日)
	(時間)
	(ppm)
	(ppm)
	(日)
	(時間)
	(ppm)
	(ppm)
	(%)

	冬　季
	7
	168
	0.002
	0.038
	7
	168
	0.013
	0.072
	83.1

	夏　季
	7
	168
	0.004
	0.030
	7
	168
	0.011
	0.036
	60.2

	全期間
	14
	336
	0.003
	0.038
	14
	336
	0.012
	0.072
	72.4


　
②　浮遊粒子状物質

浮遊粒子状物質の現地調査結果は、表5-1-6に示すとおりである。

浮遊粒子状物質の期間平均値は、冬季が0.036mg/m3、夏季が0.021mg/m3で、全期間の平均値で0.028mg/m3であった。

また、測定期間中の１時間値の最高値は0.086mg/m3、日平均値の最高値は0.059mg/m3となっており、１時間値、日平均値ともに環境基準値の0.2 mg/m3及び0.1 mg/m3を下回っていた。

表5-1-6　浮遊粒子状物質の現地調査結果

	時　期
	有効

測定

日数
	測定

時間
	期間

平均値
	1時間値の

最高値
	日平均値の

最高値
	1時間値が

0.20mg/m3を超えた時間数とその割合
	日平均値が0.10mg/m3を超えた日数とその割合

	
	(日)
	(時間)
	(mg/m3)
	(mg/m3)
	(mg/m3)
	(時間)
	(%)
	(日)
	(%)

	冬　季
	7
	168
	0.036
	0.086
	0.059
	0
	0.0
	0
	0.0

	夏　季
	7
	168
	0.021
	0.064
	0.037
	0
	0.0
	0
	0.0

	全期間
	14
	336
	0.028
	0.086
	0.059
	0
	0.0
	0
	0.0


③　気象（風向・風速）

気象の現地調査結果は、表5-1-7、その風配図は図5-1-4に示すとおりである。

季節別でみた風向は、冬季が南から西よりの風、夏季が東よりの風が卓越し、平均風速は、冬季が3.1m/s、夏季が1.51m/sとなっていた。

表5-1-7　気象(風向・風速)の調査結果

	項目

季節
	最多風向 (16方位)
	平均風速 (m/s) 

	冬　季
	SSE

(16.7%)
	3.1

	夏　季
	E

(13.1%)
	1.5



注)最多風向欄の（　）内の数値は出現頻度を示す。
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注）Calm：静穏（風速0.4m/s以下）を示す。

図5-1-4  季節別風配図
5.1.2 　影響予測

予測項目は、埋立作業による事業計画地周辺の粉じん、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質並びに廃棄物運搬車両の走行による走行ルート沿道の二酸化窒素及び浮遊粒子状物質とした。

（1） 埋立作業による粉じん

1） 予測概要
埋立作業による事業計画地周辺への粉じん飛散の影響について予測した。

予測の概要は、表5-1-8に示すとおりである。

表5-1-8　埋立作業による粉じんの予測概要
	予測項目
	粉じんの飛散の程度

	予測地点
	事業計画地周辺

	予測手法
	ビューフォート風力階級を用いた風向別・風速階級別出現頻度による定性的予測

	予測時期
	影響が最大となると想定される稼働条件の時期


1 予測の基本的な考え方

埋立作業等による粉じんの飛散の程度を定量化する知見は十分に整備されていないことから、地域の気象特性を踏まえた上で、粉じん対策を考慮した定性的な予測を行った。

2 予測地点

予測地点は、周辺の住居を考慮し、事業計画地周辺とした。

3 予測手法

予測手法は、ビューフォートの風力階級による定性的予測とした。また、現在稼動している施設の状況を参考とした。

4 予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とした。
5 予測条件

予測条件は、事業計画及び気象等を基に設定した。
＜事業計画の条件＞

・埋め立てる廃棄物の種類及び性状

・埋立計画、覆土計画

・施設の配置（外周の植栽、フェンス等）

＜気象条件＞

・事業計画地近傍の大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校）の測定結果あるいは現地調査結果を基に風向別・風速階級別出現頻度を整理して、予測条件とした。
2） 予測結果
事業計画地近傍の大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校：平成19年度）の風向・風速データより、ビューフォート風力階級表に基づく風向別・風速階級別出現頻度を整理した結果は、表5-1-9に示すとおりである。

ビューフォート風力階級表によれば、砂やほこりが立ちはじめるのは風力階級４以上となっている。風向別・風速階級別出現頻度の結果では、風力階級４以上が発生する頻度は年間で4.6％（風力階級４：4.3％、風力階級５：0.3％）と低い頻度となっていた。
また、処分場からの土砂等の飛散防止のため、周囲には植樹を行うとともに、外周にはフェンスを設けており、さらに、状況により散水車を用いた散水等の対策を行っている。さらに、処分場周辺には森林緑地が広がっていることから、粉じんの飛散防止となっている。

以上のことから、埋立作業による粉じんの影響は小さいと予測された。

なお、設置時の調査書においても同様の予測結果となっているとともに、本処分場が本格稼動してからこれまでの間、粉じんに関する苦情は寄せられていないことからも、粉じんによる周辺地域への影響は小さいと考えられる。

表5-1-9　ビューフォート風力階級表に基づく風向別・風速階級別出現頻度
	風力

階級
	開けた平らな地面から10mの高さにおける相当風速（m/s）
	説明（陸上）
	　緑ヶ丘小学校局（風向・風速計高さ10m）

	
	
	
	風力

階級別

頻度※2
（％）
	風力階級別最多風向
	風速階級別・風向別

出現頻度（％）[------]

平均風速（m/s）[―――]



	
	
	
	
	風向
	頻度※2
（％）
	平均

風速

（m/s）
	

	０
	0.0から 0.4※1以下
	静穏、煙はまっすぐに昇る。※1
	　3.3
	SSE
	0.5
	CALM
	－

	１
	0.5以上 1.6未満
	風向は、煙がなびくのでわかるが風見には感じない。※1
	　37.1
	ESE
	5.2
	1.0
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	２
	1.6以上 3.4未満
	顔に風を感じる。木の葉が動く。風見も動き出す。
	37.5
	ENE
	4.9
	2.2
	[image: image26.wmf]西

東

予測地点→

（調査地点）　

側溝

歩道

路肩

車道

車道

路肩

歩道

側溝

0.4ｍ�

3.6m

1.5m

3.0m

3.0m

1.5m

3.6m

0.4m

●



	３
	3.4以上 5.5未満
	木の葉や細い小枝がたえず動く。軽い旗が開く。
	17.4
	W
	4.5
	4.2
	[image: image27.emf]南 北

←予測地点

　（調査地点）　

側溝 歩道 歩道 側溝

0.5ｍ 3.0m 4.2m 4.2m 3.9m 3.9m 3.0m 0.5m

●

車道 車道



	４
	5.5以上 8.0未満
	砂やほこりが立ち、紙片が舞い上がる。小枝が動く。
	4.3
	WSW
	1.7
	6.4
	[image: image28.wmf]　　凡例：

　　　　　

▲

　現地調査地点

　　　　　

●

　資料調査地点(緑ヶ丘小学校）�

Ｎ

�@�@�}

 5-1-1

�@‘å‹CŽ¿‚Ì’²�¸’n“_ˆÊ’u

●

事業計画地

現在の施設

拡張箇所

事業計画地

●

緑ヶ丘小学校

▲




	５
	8.0以上10.8未満
	葉のあるかん木が揺れ始める。

池や沼の水面に波がしらが立つ。
	0.3
	WSW
	0.2
	0.7
	[image: image29.wmf]-5 
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	６
	10.8以上13.9未満
	大枝が動く。電線が鳴る。かさは、さしにくい。
	0.0
	WSW,W
	0.0
	11.3,11.2
	－

	注）　※1：
	実際の風速階級0及び1は、0.0から0.3未満、0.3以上1.6未満であるが、収集した風向・風速データは、風速0.4m/s以下における風向を静穏としているため、風速階級0及び1の境界の風速にこの0.4m/sを適用することとした。

	※2：
	風力階級別頻度及び風向別頻度については、年間の調査結果に対する割合




埋立作業による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

1） 予測概要
埋立作業による事業計画地周辺への二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響について予測した。

予測の概要は、表5-1-10に示すとおりである。

表5-1-10　埋立作業による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測概要
	予測項目
	二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

	予測範囲

(図4-3)
	事業計画地周辺

	予測手法
	現施設設置時の生活環境影響調査書及び現地調査結果等を基に定性的予測

	予測時期
	影響が最大となると想定される稼働条件の時期


1 予測の基本的な考え方

埋立作業による予測条件は、建設機械の稼働範囲が近傍住居と反対側の西側に拡張する以外は、発生源の条件変更はない。また、拡張に伴い実質の稼働時間は、変更前と比較すると若干、増加するものと考えられるが、設置時の予測と同様に最大稼働時間を稼働条件としている。

以上のことを勘案し、本処分場設置時の予測結果及び現地調査結果を基に、定性的な予測を行った。

2 予測手法

予測手法は、現施設を設置する際の「産業廃棄物処理施設（管理型最終処分場）に係る生活環境影響調査書」（平成17年12月、以下「設置時調査書」と言う。）及び現地調査結果を基に定性的予測とした。
3 予測条件

予測条件は、表5-1-11及び表5-1-12に示すとおり、事業計画及び気象等を基に設定した。
＜事業計画の条件＞

・埋立計画、覆土計画

・運転計画（年間運転日数、運転時間帯等）

＜気象条件＞

· 事業計画地近傍の大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校）の測定結果あるいは現地調査結果を整理して、予測の参考資料とした。

表5-1-11　設置時及び今回の調査書における埋立作業に係る予測条件の比較

	予測条件
	設置時調査書
	今回調査書（変更後）

	予測範囲
	事業計画地周辺（図4-3参照）
	変更なし

	予測対象時期
	影響が最大となると想定される稼働条件
	変更なし

	建設機械の台数
	ブルドーザ１台、油圧ショベル２台
	変更なし

	最大稼働時間
	9時～17時の8時間稼働/日
	変更なし

	稼働日数
	約300日/年
	変更なし

	機械の稼働範囲
	変更前の事業計画地内
	変更後の事業計画地内

（近傍住居から遠い西側に拡張）


表5-1-12　大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校）の測定結果及び現地調査結果（変更前・後）

	気象条件等
	設置時調査書
	今回調査書（変更後）

	主　な　風　向
	南西、北東よりの風
	南西、北東よりの風

	風 速（m/s）
	1～4m/s（平均風速2.1m/s）
	1～4m/s（平均風速2.3m/s）

	バックグラ

ウンド濃度
	二酸化窒素(ppm)
	0.012 
	0.011 

	
	浮遊粒子状物質(mg/m3)
	0.024
	0.025


	現地調査
	二酸化窒素(ppm)
	0.009 
	0.008(0.007～0.010)

	
	浮遊粒子状物質(mg/m3)
	0.025
	0.028(0.021～0.036) 


注）気象条件（風向・風速）及びバックグラウンド濃度の値は、設置時が緑ヶ丘小学校局の平成15年度、今回（変更後）は、緑ヶ丘小学校局の平成19年度の調査結果を用いた。

現地調査は、設置時は平成17年2月23日～3月1日、今回（変更後）は、冬季が平成21年2月8日～14日、夏季が平成21年8月4日～10日の調査結果を示す。

2） 予測結果
　　　①　設置時調査書における予測結果

設置時調査書における予測結果は、表5-1-13～表5-1-14及び図5-1-5～図5-1-6に示すとおりである。

二酸化窒素については、年平均値（寄与濃度）の最大着地濃度は、0.00167ppm、バックグラウンド濃度0.012ppmを考慮すると、0.01367ppmとなり、１日平均値の年間98％値に変換すると0.0319ppmと予測された。また、近傍住居における年平均値の寄与濃度も0.00048ppmと小さいものであり、１日平均値の年間98％値に変換すると0.0289ppmと予測された。

浮遊粒子状物質については、年平均値（寄与濃度）の最大着地濃度は、0.00055mg/m3、バックグラウンド濃度0.024mg/m3を考慮すると、0.02455mg/m3となり、１日平均値の２％除外値に変換すると0.0595mg/m3と予測された。また、近傍住居における年平均値の寄与濃度も0.00015mg/m3と小さいものであり、１日平均値の年間２％除外値に変換すると0.0589mg/m3と予測された。

表5-1-13  設置時調査書における二酸化窒素の予測結果

単位：ppm

	予測地点
	①建設機械に

よる寄与濃度
	②バックグラウンド濃度
	③年平均値〔①＋②〕
	１日平均値の

年間98％値
	環境基準

	最大着地濃度
	0.00167
	0.012
	0.01367
	0.0319
	日平均値の年間98%値が0.04～0.06ppmのゾーン内

またはそれ以下

	近傍住居
	0.00048
	
	0.01248
	0.0289
	


表5-1-14　設置時調査書における浮遊粒子状物質の予測結果

単位：mg/m3
	予測地点
	①建設機械に

よる寄与濃度
	②バックグラウンド濃度
	③年平均値〔①＋②〕
	１日平均値の年間２%除外値
	環境基準

	最大着地濃度
	0.00055
	0.024
	0.02455
	0.0595
	日平均値の年間２%除外値が0.1mg/m3以下

	近傍住居
	0.00015
	
	0.02415
	0.0589
	


②　今回の予測結果

今回の拡張に伴う建設機械の稼動に係る予測条件を設置時の予測条件と比較すると、建設機械の稼働範囲が近傍住居と反対側の西側に拡張するものの、建設機械の種類・台数・稼動時間は、設置時と同様の種類・台数と最大稼働時間を予測条件としている。

また、大気汚染常時監視測定局（緑ヶ丘小学校）等の気象条件にも大きな変化もなく、さらに拡張箇所は、近傍住居と反対側の位置を拡張することから、建設機械による寄与濃度の分布や最大着地濃度地点も近傍住居に移動することはなく、ほどんど変わらないものと考えられる。

さらに、設置時と今回のバックグラウンド濃度（年平均値）は、表5-1-12に示したとおり、緑ヶ丘小学校局の測定結果によると二酸化窒素及び浮遊粒子状物質ともに大きな変化はなく、同程度であった。また、現地調査結果においても、大きな変化は見られなかった。

以上のことから、今回の変更後の埋立作業による影響は、寄与濃度・環境濃度ともに設置時の予測結果とほとんど変わらないものと予測される。

図5-1-5　埋め立て機械前回の予測結果（ＮＯｘ）
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図5-1-6　埋め立て機械前回の予測結果（ＳＰＭ）
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廃棄物運搬車両の走行

1） 予測概要
廃棄物運搬車両の走行に伴う自動車排出ガス（二酸化窒素及び浮遊粒子状物質）による走行ルート沿道の影響について予測した。

予測の概要は、表5-1-15に示すとおりである。

表5-1-15　廃棄物運搬車両の走行による予測概要
	予測項目
	二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

	予測地点

（図5-1-7）
	①地点１：市道唐国久井線の沿道

②地点２：国道170号の沿道（和泉丘病院）

③地点３：国道170号の沿道（いずみ山愛の里付近）

	予測手法
	プルーム・パフモデル式

	気象条件
	緑ヶ丘小学校局における１年間の風向及び風速の観測結果（19年度）を用いて設定した。

	予測時期
	影響が最大となると想定される稼働条件の時期


1 予測の基本的な考え方

廃棄物運搬車両の走行による走行ルート沿道の影響を、拡散計算による定量的な手法により予測を行った。
2 予測地点

予測地点は、図5-1-7で設定した市道唐国久井線の春木町、国道170号の和泉ヶ丘病院及びいずみ山愛の里の沿道とした。

予測地点の道路概要及び道路断面は図5-1-8に示すとおりであり、予測の高さは地上1.5mとした。
図5-1-7　道路大気の予測地点
[image: image32.wmf]　　凡例：
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　道路沿道の予測地点

Ｎ

　　図 5-1-7　大気質の予測地点位置（道路沿道）
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	調査地点①
	地名
	用途地域
	車線数

	
	大阪府和泉市春木町

市道唐国久井線
	無指定地
	２
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	調査地点②
	地名
	用途地域
	車線数

	
	大阪府和泉市久井町

国道170号の沿道

（和泉丘病院）
	無指定地
	４

	
	[image: image34.wmf]　　凡例：
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	調査地点③
	地名
	用途地域
	車線数

	
	大阪府和泉市仏並町

国道170号の沿道

（いずみ山愛の里付近）
	無指定地
	４
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図5-1-8　道路の概要及び道路断面　

3 予測手法

予測手法は、図5-1-9に示すとおりである。
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図5-1-9　廃棄物運搬車両排ガスの予測手順
ア　予測モデルと予測条件

1） 予測モデル

a. 排出源位置

排出源位置の概念図は、図5-1-10に示すとおりであり、排出源は連続した点煙源とし、予測断面の前後20ｍは２ｍ間隔、その両側180ｍは10ｍ間隔として、前後400ｍにわたって配置した。

　なお、排出源高さは1mとした。

[image: image37.emf]：平均風速（m/s）

：出現頻度（％）

凡　　例


図5-1-10　排出源の位置（概念図）
b. 拡散計算式

拡散モデル式は、「道路環境影響評価の技術手法（2007改訂版）」（(財) 道路環境研究所、2007年）に基づき、有風時（風速1.0m/s超える）はプルームモデル式、弱風時（風速1.0m/s以下）はパフモデル式を用いた。

≪プルーム式：有風時（風速が1m/s を超える場合）≫

	Ｃ(x,y,z)＝
	Ｑ
	exp
	[image: image1.wmf] 


	－
	y2
	[image: image2.wmf] 


	[image: image3.wmf] 


	exp
	[image: image4.wmf] 


	－
	(z＋Ｈ)2
	[image: image5.wmf] 


	＋exp
	[image: image6.wmf] 


	－
	(z－Ｈ)2
	[image: image7.wmf] 

[image: image8.wmf] 



	
	2π･u･σy･σz
	
	
	
	2σy2
	
	
	
	
	
	2σz2
	
	
	
	
	2σz2
	

	ここで、

Ｃ(x,y,z)：(x,y,z)地点における大気汚染物質濃度（ppm又はmg/m3）

Ｑ
：点煙源の大気汚染物質排出量（ml/s又はmg/s）

ｕ
：平均風速（m/s）

Ｈ
：排出源の高さ（m）
σy,σz
：次式で表される水平(y)、鉛直(z)方向の拡散幅（m）

・鉛直方向の拡散幅σz

　σz＝σz0＋0.31Ｌ0.83
　ここで、

　σz0：鉛直方向の初期拡散幅（m）
　　　　　遮音壁が無い場合 1.5

　　　　　遮音壁(高さ3m以上)がある場合 4.0

　Ｌ ：車道部端から距離（Ｌ＝x－W/2）（m）
　Ｗ ：車道部幅員（m）
　　　　なお、x＜Ｗ/2の場合はσz＝σz0とする。

・水平方向の拡散幅σy

　σy＝Ｗ/2＋0.46Ｌ0.81
　　　　なお、x＜Ｗ/2の場合はσy＝Ｗ/2とする。

x
：風向に沿った風下距離（m）

y
：x軸に直角な水平距離（m）

z
：x軸に直角な鉛直距離（m）


≪パフ式：弱風時（風速1m/s 以下の場合）≫

	Ｃ(x,y,z)＝
	Ｑ
	[image: image9.wmf] 


	1－exp(－
	ℓ
	)
	＋
	1－exp(－
	ｍ
	)
	[image: image10.wmf] 



	
	
	
	
	t02
	
	
	
	t02
	
	

	
	(2π)3/2･α2･γ
	
	2ℓ
	
	2ｍ
	

	ここで、

ℓ＝

1

・
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x2＋y2
＋

(z－Ｈ)2
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x2＋y2
＋

(z＋Ｈ)2
[image: image14.wmf] 


2

α2
γ2
t0
：次式で表される初期拡散幅に相当する時間（s）

t0＝

Ｗ

2α

　ここで、

　Ｗ ：車道部幅員（m）

　α ：以下に示す拡散幅に関する係数（m/s）

α＝

0.3

γ＝

[image: image15.wmf] 


0.18（昼間）

0.09（夜間）

　　　　　
　　

　　　




4 予測対象時期

予測対象時期は、影響が最大となると想定される稼働条件の時期とした。
5 予測条件

ア　交通量

予測に用いた将来交通量は、後述の道路交通騒音等の現地調査と併せて実施した現況の交通量調査結果及び廃棄物運搬計画を基に表5-1-16に示すとおりに設定した。

なお、廃棄物運搬車両の台数について、本予測においては安全側の予測とするため、最大搬入台数（大型車50台/日）が分散されずに、それぞれの予測地点に集中した場合を想定して予測を行った。

表5-1-16(1)　将来の年平均交通量（（現況＋増加運搬車両）、２車種分類）

地点１:市道唐国久井線                                                             (単位：台/時)

	　車種

時刻　　　
	北行き
	南行き
	自動車類計

	
	自動車類
	自動車類
	

	
	大型車類
	小型車類
	計
	大型車類
	小型車類
	計
	

	0時～ 1時
	12
	78
	90
	19
	30
	49
	139

	1時～ 2時
	13
	26
	39
	15
	19
	34
	73

	2時～ 3時
	21
	24
	45
	25
	11
	36
	81

	3時～ 4時
	19
	30
	49
	23
	16
	39
	88

	4時～ 5時
	16
	67
	83
	42
	18
	60
	143

	5時～ 6時
	69
	37
	106
	44
	70
	114
	220

	6時～ 7時
	75
	88
	163
	53
	173
	226
	389

	7時～ 8時
	121
	187
	308
	67
	611
	678
	986

	8時～ 9時
	115
	269
	384
	109
	682
	791
	1175

	9時～10時
	141(6)
	208
	349(6)
	140(6)
	273
	413(6)
	762(12)

	10時～11時
	152(6)
	199
	351(6)
	170(6)
	269
	439(6)
	790(12)

	11時～12時
	142(7)
	212
	354(7)
	148(7)
	219
	367(7)
	721(14)

	12時～13時
	120(6)
	233
	353(6)
	132(6)
	212
	344(6)
	697(12)

	13時～14時
	151(6)
	266
	417(6)
	126(6)
	193
	319(6)
	736(12)

	14時～15時
	154(7)
	290
	444(7)
	154(7)
	240
	394(7)
	838(14)

	15時～16時
	145(6)
	285
	430(6)
	148(6)
	264
	412(6)
	842(12)

	16時～17時
	137(6)
	347
	484(6)
	144(6)
	247
	391(6)
	875(12)

	17時～18時
	101
	536
	637
	121
	248
	369
	1006

	18時～19時
	46
	490
	536
	89
	204
	293
	829

	19時～20時
	52
	288
	340
	46
	171
	217
	557

	20時～21時
	19
	271
	290
	48
	125
	173
	463

	21時～22時
	19
	205
	224
	22
	81
	103
	327

	22時～23時
	13
	104
	117
	20
	70
	90
	207

	23時～ 0時
	12
	63
	75
	16
	49
	65
	140

	計(台/日)
	1865(50)
	4803
	6668(50)
	1921(50)
	4495
	6416(50)
	13084(100)


注）表中の(  )は、廃棄物運搬車両台数（内数）を示す。

表5-1-16(2)　将来の年平均交通量（（現況＋増加運搬車両））、２車種分類）

地点２:国道170号　和泉丘病院                                                      (単位：台/時)
	　車種

時刻　　　
	東行き
	西行き
	自動車類計

	
	自動車類
	自動車類
	

	
	大型車類
	小型車類
	計
	大型車類
	小型車類
	計
	

	0時～ 1時
	12
	48
	60
	15
	32
	47
	107

	1時～ 2時
	13
	25
	38
	17
	46
	63
	101

	2時～ 3時
	4
	19
	23
	9
	16
	25
	48

	3時～ 4時
	46
	20
	66
	10
	18
	28
	94

	4時～ 5時
	19
	54
	73
	23
	32
	55
	128

	5時～ 6時
	29
	78
	107
	47
	80
	127
	234

	6時～ 7時
	92
	156
	248
	81
	195
	276
	524

	7時～ 8時
	66
	386
	452
	102
	485
	587
	1039

	8時～ 9時
	180
	448
	628
	67
	616
	683
	1311

	9時～10時
	147(6)
	354
	501(6)
	87(6)
	299
	386(6)
	887(12)

	10時～11時
	81(6)
	400
	481(6)
	119(6)
	349
	468(6)
	949(12)

	11時～12時
	121(7)
	361
	482(7)
	91(7)
	476
	567(7)
	1049(14)

	12時～13時
	88(6)
	294
	382(6)
	140(6)
	337
	477(6)
	859(12)

	13時～14時
	95(6)
	379
	474(6)
	115(6)
	473
	588(6)
	1062(12)

	14時～15時
	103(7)
	433
	536(7)
	136(7)
	362
	498(7)
	1034(14)

	15時～16時
	132(6)
	393
	525(6)
	106(6)
	455
	561(6)
	1086(12)

	16時～17時
	72(6)
	605
	677(6)
	75(6)
	487
	562(6)
	1239(12)

	17時～18時
	83
	592
	675
	81
	513
	594
	1269

	18時～19時
	48
	590
	638
	54
	383
	437
	1075

	19時～20時
	20
	407
	427
	18
	305
	323
	750

	20時～21時
	9
	316
	325
	8
	261
	269
	594

	21時～22時
	4
	241
	245
	17
	192
	209
	454

	22時～23時
	12
	172
	184
	13
	137
	150
	334

	23時～ 0時
	9
	107
	116
	4
	109
	113
	229

	計(台/日)
	1485(50)
	6878
	8363(50)
	1435(50)
	6658
	8093(50)
	16456(100)


注）表中の(  )は、廃棄物運搬車両台数（内数）を示す。

表5-1-16(3)　将来の年平均交通量（（現況＋増加運搬車両））、２車種分類）

地点３:市道唐国久井線                                                             (単位：台/時)
	　車種

時刻　　　
	東行き
	西行き
	自動車類計

	
	自動車類
	自動車類
	

	
	大型車類
	小型車類
	計
	大型車類
	小型車類
	計
	

	0時～ 1時
	14
	52
	66
	17
	34
	51
	117

	1時～ 2時
	13
	25
	38
	15
	51
	66
	104

	2時～ 3時
	4
	16
	20
	7
	14
	21
	41

	3時～ 4時
	43
	16
	59
	8
	15
	23
	82

	4時～ 5時
	17
	47
	64
	22
	30
	52
	116

	5時～ 6時
	28
	76
	104
	48
	74
	122
	226

	6時～ 7時
	92
	156
	248
	82
	190
	272
	520

	7時～ 8時
	63
	383
	446
	99
	496
	595
	1041

	8時～ 9時
	178
	455
	633
	64
	613
	677
	1310

	9時～10時
	157(6)
	359
	516(6)
	91(6)
	278
	369(6)
	885(12)

	10時～11時
	75(6)
	400
	475(6)
	122(6)
	363
	485(6)
	960(12)

	11時～12時
	119(7)
	348
	467(7)
	98(7)
	471
	569(7)
	1036(14)

	12時～13時
	83(6)
	287
	370(6)
	133(6)
	326
	459(6)
	829(12)

	13時～14時
	88(6)
	366
	454(6)
	110(6)
	463
	573(6)
	1027(12)

	14時～15時
	103(7)
	430
	533(7)
	144(7)
	365
	509(7)
	1042(14)

	15時～16時
	134(6)
	380
	514(6)
	102(6)
	451
	553(6)
	1067(12)

	16時～17時
	68(6)
	616
	684(6)
	77(6)
	483
	560(6)
	1244(12)

	17時～18時
	78
	589
	667
	82
	516
	598
	1265

	18時～19時
	49
	577
	626
	59
	380
	439
	1065

	19時～20時
	16
	393
	409
	11
	303
	314
	723

	20時～21時
	5
	309
	314
	8
	247
	255
	569

	21時～22時
	4
	235
	239
	18
	193
	211
	450

	22時～23時
	7
	162
	169
	16
	142
	158
	327

	23時～ 0時
	9
	110
	119
	3
	101
	104
	223

	計(台/日)
	1447(50)
	6787
	8234(50)
	1436(50)
	6599
	8035(50)
	16269(100)


注）表中の(  )は、廃棄物運搬車両台数（内数）を示す。

イ　走行速度

走行速度は法定速度である50km/hとした。

ウ　大気汚染物質排出量

車両の走行により排出される大気汚染物質の排出量は次式を用いて算出した。
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ここで、
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資料：財団法人 道路環境研究所「道路環境影響評価の技術手法 2007改訂版」（2007年）

自動車排ガスの窒素酸化物排出係数は表5-1-17に示すとおりである。

　

表5-1-17  自動車排ガスの窒素酸化物排出係数（平成21年度）

	項 目
	走行速度

(km/h)
	大型車類
	小型車類

	窒素酸化物

(g/km･台)
	50
	1.59
	0.091

	浮遊粒子状物質

(g/km･台)
	50
	0.090
	0.006


資料：国土交通省 国土技術政策総合研究所「国土技術政策総合研究所資料 自動車排出係数の算定根拠」（2003年）の中間年次排出係数（平成21年次）
エ　道路構造

予測対象道路の断面構造は、前掲の図5-1-8に示すとおりである。

オ　気象条件

気象条件は、計画地に近い大気汚染常時監視測定局である緑ヶ丘小学校局（大阪府所管、和泉市緑ヶ丘３－４－１）の平成19年度（2007年4月～2008年3月）の気象観測結果を基に設定した。

風向については、16方位及び弱風時（風速1.0m/s以下）に区分し、時刻別に風向別出現頻度及びその平均風速を設定した。

風速については、地上気象の観測高さが地上10ｍであることから、自動車排ガスの移流高さ（路面高さ＋1m）を考慮し、次式を用いて補正した。
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	ここで、

Ｕ
：高さＨ（m）の風速（m/s）

Ｕ0
：高さＨ0（m）の風速（m/s）

p
：べき指数（郊外に適用される1/5）

Ｈ
：排出源の高さ（m）

Ｈ0
：基準とする高さ（m）




予測に用いた時刻別風向別出現頻度及びその平均風速は、表5-1-18～表5-1-19に示すとおりである。

表5-1-18　時刻別風向別出現頻度

	時刻
	時刻別風向出現頻度（%）

	
	N
	NNE
	NE
	ENE
	E
	ESE
	SE
	SSE
	S
	SSW
	SW
	WSW
	W
	WNW
	NW
	NNW
	弱風時

	1
	0.3
	2.2
	4.1
	7.7
	2.2
	0.5
	0.3
	2.2
	2.7
	2.2
	2.7
	5.5
	4.1
	1.1
	0.0
	0.5
	61.7

	2
	0.3
	2.5
	3.0
	6.3
	1.6
	0.0
	0.0
	2.7
	3.3
	1.4
	1.9
	3.8
	4.4
	1.1
	0.5
	0.5
	66.7

	3
	0.3
	1.6
	4.1
	3.3
	0.8
	0.5
	0.3
	1.9
	4.1
	2.5
	2.2
	3.6
	5.2
	0.8
	0.8
	0.3
	67.8

	4
	0.5
	1.4
	5.2
	4.9
	0.3
	0.3
	0.5
	2.2
	4.6
	1.9
	1.1
	4.4
	4.4
	0.8
	0.5
	0.5
	66.4

	5
	0.5
	1.4
	2.7
	6.8
	0.5
	0.3
	0.0
	1.9
	5.5
	1.9
	1.9
	1.9
	6.8
	2.2
	0.5
	0.8
	64.2

	6
	0.3
	0.8
	2.7
	5.5
	2.2
	0.5
	0.5
	3.3
	3.8
	3.8
	2.7
	1.9
	6.6
	0.8
	0.8
	0.8
	62.8

	7
	0.0
	1.4
	6.8
	7.1
	0.5
	0.0
	0.3
	3.6
	4.9
	1.1
	6.0
	3.0
	4.1
	0.5
	1.4
	0.5
	58.6

	8
	0.8
	3.0
	7.7
	7.4
	1.1
	0.0
	0.0
	1.6
	2.7
	2.7
	4.4
	6.8
	4.7
	2.5
	0.3
	1.4
	52.9

	9
	1.4
	4.1
	14.2
	5.5
	0.3
	0.0
	0.3
	0.3
	2.5
	2.2
	4.7
	12.3
	8.2
	3.6
	1.4
	0.3
	38.9

	10
	1.1
	6.0
	12.6
	6.6
	0.0
	0.0
	0.0
	0.3
	1.4
	1.6
	6.8
	14.0
	11.8
	6.3
	2.7
	1.1
	27.7

	11
	0.8
	5.7
	12.8
	4.6
	0.5
	0.3
	0.0
	0.8
	1.1
	2.5
	6.0
	16.7
	16.4
	6.0
	3.3
	1.6
	20.8

	12
	3.3
	5.2
	10.7
	3.8
	0.5
	0.3
	0.3
	0.5
	0.5
	2.2
	6.3
	20.5
	18.6
	9.3
	4.9
	0.3
	12.8

	13
	2.5
	3.8
	7.9
	3.8
	1.1
	0.3
	0.0
	0.0
	0.3
	3.3
	5.5
	20.5
	21.1
	8.2
	5.2
	2.7
	13.7

	14
	2.5
	6.0
	4.7
	4.4
	0.3
	0.0
	1.1
	0.8
	1.1
	2.5
	4.1
	19.7
	24.4
	10.4
	3.6
	3.0
	11.5

	15
	1.6
	3.6
	7.7
	3.6
	0.8
	0.0
	0.3
	0.5
	1.4
	2.5
	6.0
	20.5
	24.6
	6.6
	5.7
	2.5
	12.3

	16
	2.2
	2.5
	5.7
	4.9
	0.5
	0.0
	0.0
	1.4
	2.5
	2.5
	7.7
	24.0
	17.5
	5.7
	4.1
	3.3
	15.6

	17
	3.0
	3.0
	6.8
	3.6
	0.3
	0.0
	0.3
	1.9
	2.5
	2.7
	6.8
	19.7
	17.2
	3.3
	6.0
	2.2
	20.8

	18
	3.0
	4.4
	4.6
	3.6
	1.4
	0.5
	0.3
	4.1
	4.1
	3.8
	9.6
	13.9
	9.6
	4.1
	3.6
	2.5
	27.0

	19
	3.6
	4.9
	6.3
	5.2
	1.1
	0.0
	0.0
	5.7
	3.6
	3.8
	7.1
	8.5
	4.9
	2.7
	2.7
	1.9
	38.0

	20
	1.1
	4.1
	6.8
	4.6
	0.5
	0.3
	0.0
	4.6
	4.4
	1.9
	4.6
	3.8
	4.9
	2.7
	0.5
	1.9
	53.0

	21
	1.1
	2.2
	7.1
	6.0
	0.5
	0.8
	0.8
	3.6
	3.3
	1.9
	1.6
	3.8
	7.1
	1.4
	0.8
	0.3
	57.7

	22
	1.9
	1.4
	6.0
	7.1
	1.6
	0.0
	0.3
	2.2
	1.1
	1.9
	2.2
	2.7
	5.7
	1.9
	0.8
	0.3
	62.8

	23
	0.3
	1.1
	3.0
	6.8
	0.8
	0.3
	0.8
	4.1
	3.0
	2.7
	3.3
	4.6
	3.0
	0.8
	1.6
	0.8
	62.8

	24
	1.1
	1.6
	4.9
	6.6
	2.5
	0.3
	0.3
	3.0
	1.4
	3.3
	2.2
	2.5
	6.3
	0.5
	0.5
	0.0
	63.1


表5-1-19　時刻別風向別平均風速

	時刻
	時刻別風向別平均風速（m/s）

	
	N
	NNE
	NE
	ENE
	E
	ESE
	SE
	SSE
	S
	SSW
	SW
	WSW
	W
	WNW
	NW
	NNW

	1
	1.4
	2.2
	1.8
	1.4
	1.5
	1.1
	1.1
	1.5
	1.5
	1.7
	2.0
	2.4
	2.5
	2.1
	
	1.2

	2
	1.5
	1.9
	1.8
	1.6
	1.4
	
	
	1.4
	1.5
	2.1
	1.9
	2.7
	2.6
	2.0
	2.4
	1.9

	3
	1.6
	1.5
	1.8
	1.6
	1.4
	1.1
	1.5
	1.2
	1.5
	1.8
	2.6
	2.1
	2.5
	2.2
	1.4
	1.7

	4
	1.9
	1.9
	1.5
	1.6
	1.1
	1.1
	1.4
	1.5
	1.5
	1.8
	2.1
	2.4
	2.5
	2.0
	2.0
	1.6

	5
	1.3
	2.0
	2.1
	1.4
	1.4
	1.1
	
	1.3
	1.5
	1.6
	2.0
	2.3
	2.5
	1.9
	1.8
	1.3

	6
	1.5
	1.8
	1.7
	1.6
	1.4
	1.1
	1.2
	1.4
	1.4
	1.8
	2.0
	3.0
	2.2
	1.8
	2.1
	1.3

	7
	
	1.7
	1.6
	1.6
	1.2
	
	1.2
	1.4
	1.4
	1.6
	2.0
	2.4
	2.6
	1.4
	2.0
	1.6

	8
	1.4
	1.4
	1.6
	1.6
	1.1
	
	
	1.8
	1.6
	1.8
	2.2
	2.5
	2.4
	1.8
	1.3
	1.7

	9
	1.7
	1.4
	1.7
	1.8
	1.3
	
	1.3
	1.1
	2.2
	1.9
	2.3
	2.5
	2.4
	2.0
	1.8
	1.3

	10
	1.9
	1.7
	1.9
	1.8
	
	
	
	1.6
	2.4
	2.5
	2.4
	2.6
	2.5
	2.0
	1.9
	1.5

	11
	1.6
	1.7
	2.1
	2.1
	1.2
	1.3
	
	1.3
	2.3
	2.3
	2.3
	2.6
	2.8
	1.9
	2.3
	1.8

	12
	1.8
	1.7
	2.0
	1.8
	1.3
	1.1
	1.6
	1.6
	4.0
	2.4
	2.3
	2.8
	2.3
	2.0
	2.1
	2.1

	13
	1.9
	2.0
	2.1
	1.9
	1.4
	1.9
	
	
	3.2
	2.4
	2.5
	2.9
	2.5
	2.0
	2.1
	1.9

	14
	2.0
	1.7
	2.1
	2.1
	1.4
	
	1.7
	1.5
	2.4
	2.8
	2.3
	2.8
	2.5
	2.0
	2.2
	2.1

	15
	1.9
	1.9
	2.3
	1.7
	1.9
	
	1.6
	1.5
	3.0
	2.8
	2.6
	2.7
	2.4
	1.9
	2.2
	2.0

	16
	2.3
	1.8
	2.1
	2.0
	1.5
	
	
	1.6
	2.5
	2.1
	2.4
	2.4
	2.4
	2.0
	2.6
	2.0

	17
	1.7
	2.1
	2.0
	1.7
	1.9
	
	1.3
	1.8
	2.1
	2.0
	2.2
	2.4
	2.1
	2.2
	2.3
	1.6

	18
	1.5
	2.0
	2.2
	1.8
	1.2
	1.6
	1.1
	1.3
	2.0
	2.0
	1.9
	2.2
	2.3
	2.2
	2.3
	1.9

	19
	1.5
	2.0
	2.1
	1.7
	1.5
	
	
	1.2
	1.6
	1.7
	1.8
	2.1
	2.1
	2.2
	2.3
	1.8

	20
	1.6
	2.2
	1.9
	1.7
	1.3
	1.1
	
	1.3
	1.5
	1.9
	1.7
	2.2
	3.1
	2.3
	2.5
	1.6

	21
	1.6
	1.8
	1.9
	1.8
	1.1
	1.1
	1.5
	1.3
	1.4
	1.6
	2.0
	2.3
	2.6
	2.3
	2.2
	1.4

	22
	1.4
	1.8
	1.9
	1.5
	1.3
	
	1.1
	1.3
	1.6
	1.3
	2.0
	2.8
	2.7
	2.6
	2.6
	1.5

	23
	1.5
	3.0
	1.9
	1.7
	1.4
	1.2
	1.1
	1.4
	1.5
	1.5
	1.7
	2.6
	2.9
	2.0
	1.9
	1.5

	24
	1.9
	2.4
	1.6
	1.5
	1.3
	1.1
	1.1
	1.4
	1.5
	1.6
	1.9
	2.7
	2.6
	1.7
	2.5
	


カ　バックグラウンド濃度

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度は、各予測地点に最も近い大気汚染常時監視測定局（一般局）である緑ヶ丘小学校局の平成19年度の年平均値とした。

表5-1-20予測に用いたバックグラウンド値
	項目
	バックグラウンド濃度

	窒素酸化物(ppm)
	0.012

	二酸化窒素(ppm)
	0.011

	浮遊粒子状物質(mg/m3)
	0.025


キ　窒素酸化物から二酸化窒素への変換等

窒素酸化物年平均値から二酸化窒素年平均値への変換は、財団法人 道路環境研究所「道路環境影響評価の技術手法 2007改訂版」（2007年）に掲載の式を用いた。

変換式は、以下に示すとおりである。

[ＮＯ２]Ｒ＝0.0683[ＮＯＸ]Ｒ0.499(1－[ＮＯＸ]ＢＧ／[ＮＯＸ]Ｔ)0.507
ここで、

[ＮＯＸ]Ｒ
：窒素酸化物の対象道路の寄与濃度 (ppm)

[ＮＯ２]Ｒ
：二酸化窒素の対象道路の寄与濃度 (ppm)

[ＮＯＸ]ＢＧ
：窒素酸化物濃度のバックグラウンド濃度 (ppm)

[ＮＯＸ]Ｔ
：窒素酸化物濃度のバックグラウンド濃度と対象道路の寄与濃度の合計値 (ppm)（[ＮＯＸ]Ｔ＝[ＮＯＸ]Ｒ＋[ＮＯＸ]ＢＧ）

ク　年平均値から日平均値の年間98%値等への換算

予測結果は年平均値で求めたが、環境基準の適合状況を評価するためには、二酸化窒素については１時間値の１日平均値の年間98％値、浮遊粒子状物質については１時間値の１日平均値の年間２％除外値に変換する必要がある。このため、二酸化窒素年平均値から１時間値の１日平均値の年間98％値等への変換には、財団法人 道路環境研究所「道路環境影響評価の技術手法 2007改訂版」（2007年）に掲載の式を用いた。

変換式は、次に示すとおりである。

《二酸化窒素の年間98％値》
[年間98％値]＝ａ([ＮＯ２]ＢＧ＋[ＮＯ２]Ｒ)＋ｂ

ａ＝1.10＋0.56・exp(-[ＮＯ２]Ｒ／[ＮＯ２]ＢＧ)

ｂ＝0.0098－0.0036・exp(-[ＮＯ２]Ｒ／[ＮＯ２]ＢＧ)

ここで、

[ＮＯ２]Ｒ
：二酸化窒素の道路寄与濃度の年平均値 (ppm)

[ＮＯ２]ＢＧ
：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値 (ppm)

《浮遊粒子状物質の年間２％除外値》

[年間２％除外値]＝ａ([ＳＰＭ]ＢＧ＋[ＳＰＭ]Ｒ)＋ｂ

ａ＝2.12＋0.10・exp(-[ＳＰＭ]Ｒ／[ＳＰＭ]ＢＧ)

ｂ＝－0.0155＋0.0213・exp(-[ＳＰＭ]Ｒ／[ＳＰＭ]ＢＧ)

ここで、

[ＳＰＭ]Ｒ
：浮遊粒子状物質の道路寄与濃度の年平均値 (mg/m3)

[ＳＰＭ]ＢＧ
：浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値(mg/m3)

2） 予測結果

①　窒素酸化物・二酸化窒素
道路官民境界における予測結果は、表5-1-21、寄与濃度変化図は図5-1-11に示すとおりである。

廃棄物運搬車両走行による道路官民境界での窒素酸化物の寄与濃度は、最大で、0.00011ppm（環境濃度に占める割合は0.7％）と予測された。また、二酸化窒素濃度の１日平均値の年間98％値は、最大で0.029ppmと予測され、各予測地点とも環境基準値を下回っていた。

なお、設置時の予測は今回と予測方法が異なるため、予測結果を直接比較することは困難であるが、いずれも、廃棄物運搬車両による影響は小さいと予測されている。

表5-1-21  道路官民境界における窒素酸化物・二酸化窒素の予測結果（年平均値）

（単位：ppm）

	予測

地点
	道路官民境界の方向
	窒素酸化物（NOX）
	二酸化窒素（NO2）
	環境基準

	
	
	①現況交通量による寄与濃度
	②将来交通量による寄与濃度
	③増加車両による寄与濃度

〔②－①〕
	④バックグラウンド濃度
	⑤将来の

環境濃度

〔②＋④〕
	⑥将来交通量による寄与

濃度
	⑦バックグラウンド濃度
	⑧将来の

環境濃度

〔⑥＋⑦〕
	二酸化窒素濃の１日平均値の年間98％値
	

	地点①
	西側
	0.00549
	0.00556
	0.00007
	0.012
	0.01756

(0.4%)
	0.00286
	0.011
	0.01386
	0.028
	日平均値の年間98%値が0.04～0.06ppmのゾーン内

またはそれ以下

	
	東側
	0.00637
	0.00649
	0.00011
	
	0.01849

(0.6%)
	0.00325
	
	0.01425
	0.029
	

	地点②
	北側
	0.00417
	0.00426
	0.00008
	
	0.01626

(0.5%)
	0.00227
	
	0.01327
	0.028
	

	
	南側
	0.00481
	0.00492
	0.00011
	
	0.01692

(0.7%)
	0.00258
	
	0.01358
	0.028
	

	地点③
	北側
	0.00321
	0.00326
	0.00006
	
	0.01526

(0.4%)
	0.00179
	
	0.01279
	0.027
	

	
	南側
	0.00434
	0.00445
	0.00011
	
	0.01645

(0.7%)
	0.00236
	
	0.01336
	0.028
	


注)1.表中の「現況交通量」、「将来交通量」、「増加車両」は、「現況の（年平均）交通量」、「現況の（年平均）交通量と事業実施により増加する廃棄物運搬車両の（年平均）交通量の和」、「事業実施により増加する廃棄物運搬車両の（年平均）交通量」それぞれを表す。

2.表中のNOXは窒素酸化物、NO2は二酸化窒素を各々示す。

3.表中の数値は、四捨五入の関係で、表中の数値から計算した場合とは必ずしも一致しない。

4.⑤環境濃度(NOx)欄の(　)内の値は廃棄物運搬車両による寄与濃度(NOx)の環境濃度(NOx)に占める割合〔③／⑤×100〕を示す。

西側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             東側
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北側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             南側
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北側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             南側
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	凡例：― 現況交通量、― 将来交通量（増加交通量＋現況交通量）


図5-1-11  道路端からの寄与濃度変化図（窒素酸化物年平均値）

②　浮遊粒子状物質
道路官民境界における予測結果は、表5-1-22に、寄与濃度変化は図5-1-12に示すとおりである。

廃棄物運搬車両走行による道路官民境界での浮遊粒子状物質の寄与濃度は、最大で0.00001mg/m3（環境濃度に占める割合は0.0％）と予測された。また、１日平均値の年間２％除外値は、各予測地点とも0.062 mg/m3と予測され、環境基準値を下回っていた。

なお、設置時の予測は今回と予測方法が異なるため、予測結果を直接比較することは困難であるが、いずれも、廃棄物運搬車両による影響は小さいと予測されている。

表5-1-22　道路官民境界における浮遊粒子状物質の予測結果（年平均値）

（単位：mg/m3）

	予測

地点
	道路官民境界の方向
	①現況交通量に

よる寄与濃度
	②将来交通量に

よる寄与濃度
	③増加車両に

よる寄与濃度

〔②－①〕
	④バック

グラウンド

濃度
	⑤環境濃度〔②＋④〕
	１日平均

値の年間

２%除外値
	環境基準

	地点①
	西側
	0.00061
	0.00062
	0.00001
	0.025
	0.02562

(0.0%)
	0.062
	日平均値の年間２%除外値が0.1mg/m3以下

	
	東側
	0.00071
	0.00072
	0.00001
	
	0.02572

(0.0%)
	0.062
	

	地点②
	北側
	0.00047
	0.00048
	0.00001
	
	0.02548

(0.0%)
	0.062
	

	
	南側
	0.00054
	0.00055
	0.00001
	
	0.02555

(0.0%)
	0.062
	

	地点③
	北側
	0.00036
	0.00037
	0.00001
	
	0.02537

(0.0%)
	0.062
	

	
	南側
	0.00049
	0.00050
	0.00001
	
	0.02550

(0.0%)
	0.062
	


注)1.表中の「現況交通量」、「将来交通量」、「増加車両」は、「現況の（年平均）交通量」、「現況の（年平均）交通量と事業実施により増加する廃棄物運搬車両の（年平均）交通量の和」、「事業実施により増加する廃棄物運搬車両の（年平均）交通量」それぞれを表す。

2.⑤環境濃度欄の(  )内の値は廃棄物運搬車両による寄与濃度の環境濃度に占める割合〔③／⑤×100〕を示す。

3.表中の数値は、四捨五入の関係で、表中の数値から計算した場合とは必ずしも一致しない。

西側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             東側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　(単位: mg/m3)　


北側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             南側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　(単位: mg/m3)　


北側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             南側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　(単位: mg/m3)　


	凡例：― 現況交通量、― 将来交通量（増加交通量＋現況交通量）


図5-1-12  道路端からの寄与濃度変化図（浮遊粒子状物質年平均値）

　影響の分析

（1） 分析の基本的な考え方

大気質の影響の分析は、予測の結果を踏まえ、大気環境への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、環境基準や生活環境の保全上の目標と予測値を対比して、その整合性を検討することにより行った。

（2） 分析の結果

1） 影響の回避または低減に係る分析

大気質の影響を、可能な限り低減するため、引き続き以下の措置を講じることとする。

①　埋立作業による粉じん、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

・事業計画地からの土砂等の飛散防止のため、周囲には植樹を行い、また、外周にはフェンスを設けており、状況により、散水車を用いた散水等の対策を行う。
・埋立作業機械等は、整備・点検を行うことにより、常に良好な状態で使用し、環境への負荷を軽減する。
②　廃棄物運搬車両の走行

・廃棄物運搬車両等は、整備・点検を行うことにより、常に良好な状態で使用し、環境への負荷を軽減する。
・大気質に及ぼす影響を軽減するため、廃棄物運搬車両等の走行に際しては、制限速度の遵守、アイドリングの禁止等、運転者に適正走行の周知徹底を図るよう指導する。
・沿道環境を保全するため、廃棄物運搬車両は、本計画で予定した図3-3の指定ルートを走行するよう指示する。
・廃棄物運搬車両については、当社フロントサービスセンターより、各工場に搬入台数や出発時刻等の指示を出し、特定の日や時間帯に運搬車両が集中しないように運行指定を行う。
・産業廃棄物処理施設（管理型産業廃棄物最終処分場）の設置場所は、大阪府生活環境の保全等に関する条例（平成６年大阪府条例第6号）第40条の14第2項の「対策地域」であるので、産業廃棄物を搬入する者に対し、適合車等標章（ステッカー）を表示した車種規制適合車等を使用することを指導する
以上のことから、埋立作業による粉じん、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質、並びに、廃棄物運搬車両の走行による排出ガスが周辺環境に及ぼす影響は、実行可能な範囲で回避・低減されていると分析する。

2） 生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

1 埋立作業による粉じん

生活環境の保全上の目標は、「大部分の地域住民が日常生活において支障がない程度であること。」とした。

ビューフォート風力階級表によれば、砂やほこりが立ちはじめるのは風力階級４以上となっている。風向別・風速階級別出現頻度の結果では、風力階級４以上が発生する頻度は年間で4.6％（風力階級４：4.3％、風力階級５：0.3％）と低い頻度となっていた。また、事業計画地の敷地境界には、フェンス等の設置及び処分場周辺には森林緑地が広がっていることから、粉じんの飛散防止となっている。

以上のことから、埋立作業による粉じんの影響は小さいと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

2 埋立作業による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

生活環境の保全上の目標は、「大気質に係る環境基準との整合が図られていること。」とした。

設置時の調査書の予測結果において、二酸化窒素は、年平均値（寄与濃度）が最大着地濃度地点で0.00167ppm、近傍住居で0.00048ppmと小さく、１日平均値の年間98％値が最大着地濃度地点で0.0319ppm、近傍住居で0.0289ppmと予測され、環境基準値を下回る結果となっていた。浮遊粒子状物質は、年平均値（寄与濃度）が最大着地濃度地点で0.00055mg/m3、近傍住居で0.00015mg/m3と小さく、１日平均値の２％除外値が最大着地濃度地点で0.0595mg/m3、近傍住居で0.0589mg/m3と予測され、環境基準値を下回る結果となっていた。

今回の拡張に伴う建設機械の稼動に係る予測条件を設置時の予測条件と比較すると、建設機械の稼働範囲が近傍住居と反対側の西側に拡張するものの、建設機械の種類・台数・稼動時間は、設置時と同様の種類・台数と最大稼働時間を予測条件としているとともに、気象条件やバックグラウンド濃度（年平均値）も大きな変化はないことから、今回の変更後の埋立作業による影響は、寄与濃度・環境濃度ともに設置時の予測結果とほとんど変わらないものと予測される。

以上のことから、埋立作業による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響は小さいと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。

3 廃棄物運搬車両による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

生活環境の保全上の目標は、「大気質に係る環境基準との整合が図られていること。」とした。

廃棄物運搬車両走行による道路官民境界での窒素酸化物の寄与濃度は、最大で、0.00011ppm（環境濃度に占める割合は0.7％）と寄与は小さく、また、二酸化窒素濃度の１日平均値の年間98％値は、最大で0.029ppmと予測され、各予測地点とも環境基準値を下回っていた。浮遊粒子状物質の寄与濃度は、最大で0.00072mg/m3（環境濃度に占める割合は0.0％）と寄与は小さく、また、１日平均値の年間２％除外値は、各予測地点とも0.062 mg/m3と予測され、環境基準値を下回っていた。
以上のことから、廃棄物運搬車両走行による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響は小さいと考えられることから、環境保全目標との整合性が図られていると分析する。












































































地点１








地点２





Calm


0.0％











地点１





Calm


5.4％








地点３





地点３





地点２

























































































図5-1-6　浮遊粒子状物質（SPM）寄与濃度の予測結果


参考：（産業廃棄物処理施設（管理型最終処分場）に係る生活環境影響調査書＜平井第８工区＞　平成17年12月





図5-1-5　二酸化窒素（NO2）寄与濃度の予測結果


参考：（産業廃棄物処理施設（管理型最終処分場）に係る生活環境影響調査書＜平井第８工区＞　平成17年12月
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